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研究成果の概要 

 

実験課題名 自然免疫シグナル関連タンパク質の高速 AFMによる研究 

申請者 

（実験責任者） 

氏名 杤尾 豪人 

所属機関名・部局名 京都大学・大学院理学研究科 

職名 教授 

利用した Bio-SPM技術 

（該当の技術の右欄に○） 

 超解像 AFM（FM-AFM及び、3D-AFM） 

○ 高速 AFM 

 SICM 

NanoLSI 受入担当教員名 紺野 宏記 

 

自然免疫シグナルは、病原性細菌やウイルスを検知した Toll-Like Receptor (TLR)ファミリーによって開始

される。本研究では、その細胞内シグナル伝達経路の分子論的理解のために、TLR 下流で働くシグナル伝

達タンパク質について、AFM を用いた複合体形成の解析を行った。AFM 基板上にアダプタータンパク質を調

製し、そこに結合相手の分子を加えところ、両者の相互作用をリアルタイムで捉えることに成功した。今後、変

異体を用いて相互作用面の検証を行ない、その結果と他の実験系の結果も合わせて複合体モデルの構築を

試みる。 
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